
ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
厚くお礼申し上げます。
　　　　　　　　　（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽山路　健（神拝甲）▽伊藤幸子（中野

甲）▽青野ひとみ（高田）▽廣田正一（新

町）▽砂田寿江（三津屋南）▽眞田　通

（玉之江）▽近藤礼三郎（小松町妙口）▽

国興産業㈱▽国際ソロプチミスト西条▽西

条北中学校ＪＲＣ▽竹の子カラオケ会▽小

松山草会・小松盆栽教室▽社協チャリティ

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散

髪　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人

（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月

理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽草

引き　天理教道前支部

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽歌・踊り

　ふじ美ボランティア和　

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽利用者介護　森本政美、山之内裕香▽喫

茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉グ

ループ▽誕生会・踊り･歌　伊千弥会▽お花

見会　周布婦人会▽たこ焼き作り　花園保

育園母親クラブ
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心をつなぐ言葉
大町小学校６年　森井友梨№55

　６月１日は、人権擁護委員法が施
行された日です。
　人権擁護委員は、私たちの街の相
談パートナーです。
　離婚など家庭内の問題、いじめ、
隣近所のもめごとなど、人権問題で
お困りの方は、お近くの人権擁護委
員か松山地方法務局（℡089－932－
0888）までご相談ください。
　人権相談は毎月実施しています。
相談は無料で、秘密は固く守られま
す。日程や実施場所などについては
定期無料相談（今月号は32ページ）
に掲載しています。
　当市の人権擁護委員は右記の方々
です。お気軽にご相談ください。

＜平成21年度啓発活動重点目標＞

みんなで築こう　人権の世紀
－考えよう　相手の気持ち
　　　　　　　　　育てよう　思いやりの心－

■市内全小学校に
　食育の副読本が贈呈されました
　４月13日㈪にＪＡ西条・ＪＡ周桑から、食
育に関する小学校高学年向けの副読本が市内
各小学校の５年生に贈呈されました。
　授業の中で有効に活用し、食の大切さや農
業の役割について学びを深めていきたいと考
えています。

■人権擁護委員
○宮内哲彦　（明屋敷）
○今井　幸　（大町）
○井門喜代美（下島山甲）
○加藤義範　（大町）
○荒井宏子　（洲之内）
○佐々木久子（中野甲）
○清末昭宏　（朔日市）
○芥川茂子　（楠）
○篠原紀昭　（今在家）
○渡部三枝子（石延）
○川又由美恵（河原津）
○秋山節子　（丹原町池田）
○桑村啓子　（丹原町寺尾）
○織田敦子　（小松町妙口） 
○日野克彦　（小松町新屋敷）

６月１
日は

人権擁
護

委員の
日
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